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11)  廣野恵一，市田蕗子．左室心筋緻密化障害をどのように診断するか．Heart View．2016 Feb；20(2)：121-31． 
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immortalized lymphoblastoid cell lines using Episomal vectors. The Experimental Biology 2016 Meeting; 2016 Apr 2-6; San 
Diego. 

5)  Hirono K, Takasaki A, Hata Y, Okabe M, Nakaoka H, Ibuki K, Ozawa S, Nishida N, Ichida F. Clinical features and prognosis 
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23)  種市尋宙，辻口喜代隆，高橋絹代．こどもの脳死下臓器提供経験 3 施設における情報の共有と問題解決に向けての

提言．第 119 回日本小児科学会；2016 May 13-15；札幌． 
24)  種市尋宙，西山和孝，井出健太郎，太田邦雄，清水直樹，山畑佳篤，梅原 実，市川光太郎，玉井 浩，寺井 勝．

日本小児科学会版小児救急蘇生コース（開発中）コースの目指すコンセプト（案）．第 119 回日本小児科学会；2016 
May 13-15；札幌． 

25)  猪又智実，川﨑裕香子，小浦 詩，田村賢太郎，牧本優美，吉田丈俊，足立雄一．加温加湿高流量鼻カニューレの

使用で在宅移行できた慢性肺疾患の 1 例．第 119 回日本小児科学会；2016 May 13-15；札幌． 
26)  仲岡佐智子，田中朋美，草開翔平，寺下新太郎，日比大亮，松井 悠，布村晴香，種市尋宙，足立雄一．OTC 医薬

品の適正使用後にオピオイド中毒に至った女児例．第 119 回日本小児科学会；2016 May 13-15；札幌． 
27)  草開祥平，田中朋美，仲岡佐智子，宮 一志，種市尋宙，足立雄一．抗てんかん薬が奏功した周期性嘔吐症の乳児

例．第 119 回日本小児科学会；2016 May 13-15；札幌． 
28)  村上将啓，西田直徳，中坪久乃，種市尋宙，野村恵子，足立雄一．急激な意識障害を契機に発見された急性単球性

白血病（M5a）の 1 例．第 119 回日本小児科学会；2016 May 13-15；札幌． 
29)  寳田真也，伊藤靖典，和田拓也，中林玄一，足立陽子，足立雄一．マカダミアナッツによるアナフィラキシーの小

児例－ナッツ類アレルギーの診断・管理についての考案－．第 119 回日本小児科学会；2016 May 13-15；札幌． 
30)  荒井美穂，和田拓也，種市尋宙，安川 瞳，寳田真也，中林玄一，足立雄一，鶴田志緒，長谷川久弥．限局性白皮

症に合併した重症咽頭軟化症の一例．第 119 回日本小児科学会；2016 May 13-15；札幌． 
31)  今井丈英，足立雄一，市丸智浩，上田康久，王 康雅，樋口昌孝．小児における気管・気管支異物に関する全国調

査－第 2 回全国調査集計結果－．第 119 回日本小児科学会；2016 May 13-15；札幌． 
32)  吉田幸一，佐々木真利，河口恵美，松下祥子，古川真弓，大村 葉，足立雄一，小田嶋博，赤澤 晃．小児喘息長

期管理薬の使用状況と使用者のコントロール状況．第 119 回日本小児科学会；2016 May 13-15；札幌． 
33)  利根川仁，辻井信之，林 環，吉澤弘行，廣野恵一，市田蕗子，西久保敏也，高橋幸博，嶋 緑倫．異なる 3 種類

の遺伝子に変異を認めた Barth 症候群の 1 新生児例．第 119 回日本小児科学会；2016 May 13-15；札幌． 
34)  大熊喜彰，今中恭子，吉兼由佳子，須田憲司，武田充人，佐地 勉，市田蕗子，高橋 啓，廣江道昭，七野浩之．

川崎病急性期において初回治療の有効性を判定する新規スコアの開発．第 119 回日本小児科学会；2016 May 13-15；
札幌． 

35)  井出健太郎，西山和孝，種市尋宙，太田邦雄，清水直樹，山畑佳篤，梅原 実，市川光太郎，寺井 勝，玉井 浩．

開発中 JPS 版救急蘇生コースについて．コース概要と展開上の工夫（案）．第 119 回日本小児科学会；2016 May 13-15；
札幌． 

36)  西山和孝，井出健太郎，種市尋宙，新田雅彦，太田邦雄，山畑佳篤，梅原 実，市川光太郎，玉井 浩，寺井 勝．

日本小児科学会版小児救急蘇生コース（開発中）．受講者アンケートのまとめ．第 119 回日本小児科学会；2016 May 
13-15；札幌． 

37)  太田邦雄，井出健太郎，西山和孝，種市尋宙，新田雅彦，清水直樹，山畑佳篤，梅原 実，市川光太郎，寺井 勝．

「総合小児救急医療」の実践を目指して．小児蘇生教育と蘇生ガイドライン作成から見える小児救急医療の現状と

課題．第 119 回日本小児科学会；2016 May 13-15；札幌． 
38)  草開祥平，田中朋美，平岩明子，渡辺祐紀，倉本 崇，藤木靖子，田仲千秋，宮 一志，足立雄一．高葉酸血症を

認めた重度精神運動発達遅延の女児例．第 58 回日本小児神経学会；2016 Jun 3-5；東京． 
39)  八木信一，五十嵐登，畑崎喜芳，岡部 敬，村上巧啓，才田耕基，嶋尾 智，足立雄一，高木 園，林佳奈子，桶

本千史．富山市における小児医療的ケア実技研修会について 第 1 報．第 27 回日本小児科医会総会フォーラム；2016 
Jun 11-12；米子． 

40)  堀川慎二郎，中嶋敦子，式庄晃子，平岩明子，仲岡英幸，小浦 詩，中坪久乃，樋口 収，宮 一志，山田恵子，

大
学
院
医
学
薬
学
研
究
部（
医
学
部
）

− 114 − − 115 −



阿保 斉，中林玄一，藤田修平，種市尋宙，五十嵐登．富山小児初期診療コース（TOP コース）の開発と活動報告．

第 7 回日本プライマリ・ケア連合学会；2016 Jun 11-12；東京． 
41)  伊藤靖典，和田拓也，中林玄一，足立陽子，足立雄一．食物アレルギー（基礎 そのほか）鶏卵アレルギー患者にお

ける鶏卵抗原特異的制御性 T 細胞の検出方法の確立．第 65 回日本アレルギー学会；2016 Jun 17-19；東京． 
42)  和田拓也，伊藤靖典，樋口 収，中林玄一，足立陽子，足立雄一．小児気管支喘息の治療・管理 アレルギー性鼻炎

による小児気管支喘息への季節毎の影響．第 65 回日本アレルギー学会；2016 Jun 17-19；東京． 
43)  Honjo S, Murakami Y, Odajima H, Adachi Y, Yoshida K, Ohya Y, Akasawa A. Occurrence of exercise-induced asthma in 

relation to daily use of leukotriene receptor antagonist and inhaled steroid among 3810 children aged 6 to 18. 第 65 回日本ア

レルギー学会；2016 Jun 17-19；東京． 
44)  Kanatani K, Adachi Y, Nakayama T. The association between serum Vitamin D deficiency and allergic symptom in pregnant 

women. 第 65 回日本アレルギー学会；2016 Jun 17-19；東京． 
45)  木下 聡，島袋祐士，平辻知也，知念清治，廣野恵一，市田蕗子，畑由紀子，西田尚樹．産褥期に発症した心不全で

明らかになった、左室心筋緻密化障害の一例．第 120 回日本循環器学会九州地方会；2016 Jun 25；大分． 
46)  仲岡英幸，伊吹圭二郎，小澤綾佳，廣野恵一，市田蕗子，芳村直樹．心房中隔欠損症（ASD）に対する経皮的閉鎖

術の経験と当院における小児 ASD 治療の現状．第 132 回日本循環器学会北陸地方会；2016 Jun 26；金沢． 
47)  青島優子，和田拓也，種市尋宙．重症咽頭軟化症に対して High-flow nasal cannula 療法を用いた航空搬送．第 30 回

日本小児救急医学会；2016 Jul 1-2；仙台． 
48)  廣野恵一，市田路子．パネルディスカッション：学校心臓検診の意義：各心疾患毎のアウトカムから探る．「心筋症」．

第 52 回日本小児循環器学会総会・学術集会；2016 Jul 6-8；東京． 
49)  廣野恵一．ミニシンポジウム：小児循環器領域における iPS 細胞を用いた研究の現状「心筋症」．第 52 回日本小児

循環器学会総会・学術集会；2016 Jul 6-8；東京． 
50)  伊吹圭二郎，宮尾成明，仲岡英幸，齋藤和由，小澤綾佳，廣野恵一，芳村直樹，市田蕗子．先天性心疾患児の学童

期知能指数と乳幼児期の発達指数の関係．第 52 回日本小児循環器学会総会・学術集会；2016 Jul 6-8；東京． 
51)  小澤綾佳，宮尾成明，伊吹圭二郎，廣野恵一，市田蕗子，松尾辰朗，日隈智憲，芳村直樹．総肺静脈還流異常、肺

静脈閉塞を合併した左心低形成に対し、段階的手術を行い 2 心室修復に到達した一例．第 52 回日本小児循環器学会

総会・学術集会；2016 Jul 6-8；東京． 
52)  仲岡英幸，岡部真子，宮尾成明，伊吹圭二郎，齋藤和由，小澤綾佳，廣野恵一，市田蕗子．川崎病急性期における

血管内皮細胞由来の血管微小粒子（EMPs）の役割．第 52 回日本小児循環器学会総会・学術集会；2016 Jul 6-8；東

京． 
53)  岡部真子，宮尾成明，仲岡英幸，伊吹圭二郎，小澤綾佳，廣野恵一，市田蕗子．MDCT 検査が有用であった右冠動

脈起始異常の 3 手術例．第 52 回日本小児循環器学会総会・学術集会；2016 Jul 6-8；東京． 
54)  宮尾成明，岡部真子，仲岡英幸，伊吹圭二郎，小澤綾佳，廣野恵一，市田蕗子．小児心疾患に対するトルバプタン

の使用経験と有効性、安全性の検討．第 52 回日本小児循環器学会総会・学術集会；2016 Jul 6-8；東京． 
55)  齊藤 悠、宮尾成明，仲岡英幸，伊吹圭二郎，小澤綾佳，廣野恵一，市田蕗子．胎児頻拍で発見され、生後頻拍治

療に難渋した心房頻拍（AT）合併房室リエントリー性頻拍（AVRT）の一例．第 52 回日本小児循環器学会総会・学

術集会；2016 Jul 6-8；東京． 
56)  日隈智憲，芳村直樹，青木正哉，廣野恵一，小澤綾佳，伊吹圭二郎，仲岡英幸，市田蕗子．Very small LA を有する

TAPVC の治療経験に基づいた当院の治療指針．第 52 回日本小児循環器学会総会・学術集会；2016 Jul 6-8；東京． 
57)  佐藤 啓，藤田修平，臼田和生，畑崎喜芳，廣野恵一，市田蕗子．乳児健診を契機に診断された頻脈誘発性心筋症

の 1 例．第 52 回日本小児循環器学会総会・学術集会；2016 Jul 6-8；東京． 
58)  和田拓也，伊藤靖典，中林玄一，足立陽子，足立雄一，柴田 幸，樋口 収，淵澤竜也，山元純子，村上巧啓，尾

上洋一，高尾 幹，濱道美紀．アドレナリン自己注射器（エピペン®）は適切に使用できるか？〜患者・保護者に対

する対面調査から〜．第 36 回日本小児科学会富山地方会；2016 Jul 10；富山． 
59)  八木宏子，仲岡佐智子，和田拓也，田中朋美，種市尋宙，足立雄一．意識障害が遷延した Dravet 症候群の一例．第

36 回日本小児科学会富山地方会；2016 Jul 10；富山． 
60)  足立雄一．イブニングシンポジウム「抗 IgE 抗体療法の今後のガイドラインでの位置づけを考える：抗 IgE 抗体療

法の今後のガイドラインでの位置づけ」．第 33 回日本小児難治喘息・アレルギー疾患学会；2016 Jul 16-17；仙台． 
61)  足立陽子，和田拓也，伊藤靖典，中林玄一，足立雄一．グルパール 19S による小麦アレルギー：当科における成人

発症例と比較した小児例の特徴．第 33 回日本小児難治喘息・アレルギー疾患学会；2016 Jul 16-17；仙台． 
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62)  仲岡佐智子，青木藍子，川﨑裕香子，猪又智実，牧本優美，吉田丈俊．未熟児網膜症と生後 1 か月間の体重増加の

関連．第 52 回日本周産期・新生児医学会；2016 Jul 16-18；富山． 
63)  八木信一，五十嵐登，村上巧啓，才田耕基，嶋尾 智，種市尋宙，足立雄一．富山市時間外小児救急対応への 20 年

間の推移と小児科医の小児初期評価研修コースへの取り組みについて．第 26 回日本外来小児科学会；2016 Aug 
27-28；香川． 

64)  小浦 詩，五十嵐登，種市尋宙，藤田修平，宮 一志，堀川慎二郎，阿保 斉，山田恵子，樋口 収，金田 尚，

中林玄一，中坪久乃，仲岡英幸，平岩明子，堀江貞志，式庄章子，中嶋敦子．富山小児初期診療コース（TOP コー

ス）の開発と活動報告．第 26 回日本外来小児科学会；2016 Aug 27-28；香川． 
65)  種市尋宙，高橋絹代．こどもの脳死下臓器提供経験 3 施設における問題点の共有と今後の課題．第 52 回日本移植学

会；2016 Sep 29-Oct 1；東京． 
66)  仲岡英幸，廣野恵一，岡部真子，宮尾成明，伊吹圭二郞，齋藤和由，小澤綾佳，市田蕗子．川崎病急性期における

血管内皮細胞由来の血管微小粒子（EMPs）の役割．第 36 回日本川崎病学会；2016 Sep 30-Oct1；横浜． 
67)  三浦 大，廣野恵一．内径の Z スコアによる川崎病冠動脈瘤の重症度の評価．第 36 回日本川崎病学会；2016 Sep 30-Oct 

1；横浜． 
68)  小澤綾佳，廣野恵一，市田蕗子，米田徳子，米田 哲，斎藤 滋，中嶋隆彦．剖検で両心室に線維化と石灰化を認め

胎児心筋緻密化障害が疑われた一例．第 25 回日本小児心筋疾患学会；2016 Oct 8；東京． 
69)  堀 香織，中村常之，小栗真人，岡部真子，廣野恵一，市田蕗子．児の徐脈、多孔性筋性部心室中隔欠損、左室緻

密化障害（LVNC）を契機に診断した HCN4 遺伝子変異の親子例．第 25 回日本小児心筋疾患学会；2016 Oct 8；東京． 
70)  吉田葉子，加藤有子，鈴木嗣敏，中村好秀，數田高生，押谷知明，中村香絵，川崎有希，江原英治，村上洋介，岡

部真子，廣野恵一，市田蕗子．PRKAG2 変異による刺激伝導系異常を伴った肥大型心筋症（HCM）の兄弟例．第 25
回日本小児心筋疾患学会；2016 Oct 8；東京． 

71)  廣野恵一，王 策，岡部真子，宮尾成明，仲岡英幸，伊吹圭二郞，齋藤和由，小澤綾佳，市田蕗子．心筋緻密化障

害の小児患者における予後－心臓超音波検査の観点から－．第 25 回日本小児心筋疾患学会；2016 Oct 8；東京． 
72)  足立雄一．イブニングシンポジウム「喘息エンドタイプと治療：多様性を考慮した小児喘息の長期管理」．第 53 回

日本小児アレルギー学会；2016 Oct 8-9；群馬． 
73)  伊藤靖典．シンポジウム「新生児・乳児消化管アレルギーの病態解明へのアプローチ：新生児・乳児消化管アレル

ギーのフェノタイプ・臨床像」．第 53 回日本小児アレルギー学会；2016 Oct 8-9；群馬． 
74)  伊藤靖典，和田拓也，中林玄一，足立陽子，足立雄一．食物アレルギーの即時型誘発症状における重症度評価 アナ

フィラキシーガイドラインの重症度分類に基づくアドレナリン筋肉注射の適正使用について．第 53 回日本小児アレ

ルギー学会；2016 Oct 8-9；群馬． 
75)  和田拓也，伊藤靖典，中林玄一，足立陽子，足立雄一，柴田 幸，樋口 収，淵澤竜也，山元純子，村上巧啓，尾

上洋一，高尾 幹，濱道美紀．エピペン再処方時の手技能力および自己注射の適切なタイミングの理解度を評価す

るためのツールの作成．第 53 回日本小児アレルギー学会；2016 Oct 8-9；群馬． 
76)  川口恵美，佐々木真利，吉田幸一，足立雄一，小田嶋博，赤澤 晃．全国小・中学生アレルギー疾患調査．第 53 回

日本小児アレルギー学会；2016 Oct 8-9；群馬． 
77)  足立雄一．会長講演「アレルギーから見た小児の呼吸器疾患」．第 49 回日本小児呼吸器学会；2016 Oct 28-29；富山． 
78)  金谷久美子，足立雄一．シンポジウム「大気環境と子どもの呼吸：京都・富山・鳥取のデータより」．第 49 回日本

小児呼吸器学会；2016 Oct 28-29；富山． 
79)  足立陽子，和田拓也，伊藤靖典，中林玄一，足立雄一，市丸智浩，今井丈英，上田康久，王 康雅，樋口昌孝．富

山県における 2 歳未満児の保護者の気道異物の事故予防についての知識に関する調査－2010 年との比較－．第 49
回日本小児呼吸器学会；2016 Oct 28-29；富山． 

80)  猪又智実，川崎裕香子，田村賢太郎，牧本優美，吉田丈俊，足立雄一．在宅加温加湿高流量鼻カニューレで退院し

えた慢性肺疾患の 1 例．第 49 回日本小児呼吸器学会；2016 Oct 28-29；富山． 
81)  八木信一，足立雄一．富山市の地域クリニックにおける乳幼児の呼吸器ウイルス学的調査からこどものかぜ症候群

を考える．第 49 回日本小児呼吸器学会；2016 Oct 28-29；富山． 
82)  松野正知，足立雄一，五十嵐隆夫．思春期における肥満状態の推移と小児喘息の臨床経過・気道過敏性との関連に

ついて．第 49 回日本小児呼吸器学会；2016 Oct 28-29；富山． 
83)  金谷久美子，足立雄一，浜崎 景，稲寺秀邦，亀田貴之，東野 達，中山健夫．黄砂のアレルギー症状への影響は、

燃焼性大気汚染物質によりどの程度増強されるのか．第 49 回日本小児呼吸器学会；2016 Oct 28-29；富山． 
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84)  今井丈英，足立雄一，市丸智浩，上田康久，王 康雅，樋口昌孝．生後 3 か月・1 歳半・3 歳児の保護者を対象にし

て気道異物事故に関する知識の調査結果（東京都内・市地域での調査報告）－気道異物 WG 継続事業として．第 49
回日本小児呼吸器学会；2016 Oct 28-29；富山． 

85)  本荘 哲，村上洋子，小田嶋博，足立雄一，吉田幸一，大矢幸弘，赤澤 晃．喘息を持つ小学 1－2 年生における肥

満度と運動誘発喘息との関係：日本全国を対象とした横断研究．第 49 回日本小児呼吸器学会；2016 Oct 28-29；富

山． 
86)  市丸智浩，溝口達弘，今井丈英，足立雄一，上田康久，王 康雅，樋口昌孝．気道異物に対する S 県での保護者の

意識調査．第 49 回日本小児呼吸器学会；2016 Oct 28-29；富山． 
87)  村上将啓，草開祥平，田中朋美，種市尋宙，足立雄一．小児エチレングリコール中毒に対して血液透析とホメピゾ

ールの併用が有効であった一例．第 44 回日本救急医学会；2016 Nov 17-19；東京． 
88)  八木宏子，小澤綾佳，仲岡英幸，齊藤和由，廣野恵一，市田蕗子．ばち指を契機に発見された肺動静脈瘻の 1 例．

第 318 回日本小児科学会北陸地方会；2016 Dec 12；金沢． 
89)  野村恵子，釣 浩之，星野顕宏，金兼弘和，黒崎邦和，浜田秀雄，黒田 敏．当院で経験した中枢神経非定型奇形

腫様／ラブドイド腫瘍（AT/RT）の 3 例．第 58 回日本小児血液・がん学会学術集会；2016 Dec 15-17；東京． 

 

◆ その他 
1)  足立雄一．特別講演「小児喘息とフェノタイプ」．第 376 回福岡東部地区小児科医会；2016 Jan 14；福岡． 
2)  足立雄一．PM2.5 の現状と今後に向けた取り組みについて：PM2.5 のぜん息児・ぜん鳴児への影響と予防行動につ

いて．環境再生保全機構平成 27 年度大気環境対策セミナー；2016 Feb 9；神戸． 
3)  足立雄一．講演「感染症の知識－集団生活への影響と対応－」．高岡市保育士会；2016 Feb 13；高岡． 
4)  足立雄一．講義「乳幼児喘息の治療」．アストラゼネカ中国社員向けレクチャー；2016 Apr 14；東京． 
5)  足立雄一．講演「どんどん増える食物アレルギー～原因と対応について～」．富山大学サテライト講座；2016 May 28；

富山． 
6)  足立雄一．講演「保育の場におけるアレルギー疾患への対応～基礎知識を理解し、アレルギー児への対応力を高め

る」．富山市アレルギー対応研修会；2016 Jun 4；富山． 
7)  足立雄一．特別講演「小児喘息の長期管理のコツ」．第 37 回奈良小児アレルギーカンファレンス；2016 Jun 25；奈

良． 
8)  足立雄一．特別講演「小児喘息のフェノタイプとその対応」．第 7 回道北小児アレルギー研究会；2016 Jul 2；旭川． 
9)  足立雄一．特別講演「子どもの長引く咳嗽について（慢性副鼻腔炎を含め）」．富山市小児科三木会学術講演会；2016 

Jul 21；富山． 
10)  足立雄一．喘息管理における現状の課題と今後の展望：小児喘息の長期予後（アウトグロー）．第 36 回六甲カンフ

ァレンス；2016 Jul 30-31；京都． 
11)  足立雄一．小児気管支喘息の治療（急性発作・長期管理）．第 9 回相模原セミナー；2016 Aug 5-7；横浜． 
12)  足立雄一．基調講演「診療ガイドラインとリアルワールドの乖離」．Pediatric Asthma Forum；2016 Aug 6；東京． 
13)  足立雄一．特別講演「小児喘息をフェノタイプからみる」．第 61 回山口アレルギー疾患研究会；2016 Sep 8；宇部． 
14)  足立雄一．特別講演「小児喘息をフェノタイプからみる」．第 13 回大仙地区喘息学術講演会；2016 Sep 9；秋田． 
15)  足立雄一．特別講演「ビッグデータからみる小児喘息診療：現状と課題」．第 22 回愛媛小児アレルギー懇話会；2016 

Oct 1；松山． 
16)  足立雄一．講演「ウイルス感染と小児喘息」．小児喘息お昼の Web 講演会；2016 Oct 21；東京． 
17)  足立雄一．特別講演「小児喘息のフェノタイプと予後について」．第 42 回高知喘息アレルギー研究会；2016 Nov 2；

高知． 
18)  足立雄一．講演「重症喘息治療の課題－日本における現状を踏まえて－」．IgE eXpert SUMMIT Japan for pediatrics；

2016 Nov 13；東京． 
19)  足立雄一．特別講演「フェノタイプからみた小児喘息の治療戦略」．第 4 回長崎県小児アレルギー・免疫研究会；2016 

Nov 24；長崎． 
20)  足立雄一．特別講演「保育の場での食物アレルギー児への対応」．平成 28 年度日本保育園・保健協議会中部地区（8

県）ブロック研修会；2016 Nov 27；富山． 
21)  足立雄一．アレルギー疾患のフェノタイプ～病態に基づく分類と治療：小児喘息のフェノタイプ．日本アレルギー

学会第 3 回総合アレルギー講習会；2016 Dec 17-18；横浜． 
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22)  足立雄一．肥満とアレルギー：肥満と小児喘息．日本アレルギー学会第 3 回総合アレルギー講習会；2016 Dec 17-18； 
横浜． 

23)  足立雄一．喘息長期管理：小児軽～中等症喘息の長期管理．日本アレルギー学会第 3 回総合アレルギー講習会；2016 
Dec 17-18；横浜． 

24)  足立雄一．ぜん息児への PM2.5 の影響と予防策を知ろう．すこやかライフ．2016；47：16-9． 
25)  吉田幸一，足立雄一，赤澤 晃，佐々木真利，大村 葉．アレルギー疾患対策に必要とされる疫学調査とデータベ

ース作成に関する研究：小児気管支喘息・アレルギー性鼻炎調査．厚生労働科学研究費補助金 免疫アレルギー疾患

予防・治療研究事業平成 27 年度総括・分担研究報告書．2016：17-20． 
26)  Ichida F. Clinical features of left ventricular noncompaction: long-term clinical course and genetic background. In China 

Medical University; 2016 Oct 24; Shenyang. (Invited Lecture) 
27)  市田蕗子，廣野恵一．次世代シーケンサーを用いた心筋緻密化障害の臨床医学的検討．小児期心筋症の心電図学的

抽出基準、心臓超音波学的診断基準の作成と遺伝学的検査を反映した診療ガイドラインの作成に関する研究．平成

27 年厚生労働科学研究報告書（循環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業）．2016：76-80． 
28)  吉永正夫，掘米仁志，大野聖子，市田蕗子他．健常小児の心臓超音波所見の基準値作成に関する研究．小児期心筋

症の心電図学的抽出基準、心臓超音波学的診断基準の作成と遺伝学的検査を反映した診療ガイドラインの作成に関

する研究．平成 27 年厚生労働科学研究報告書（循環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業）．2016：34-50． 
29)  吉永正夫，掘米仁志，大野聖子，市田蕗子他．心筋症患児情報の収集と抽出基準・診断基準の作成に関する研究－1

次調査結果について－．小児期心筋症の心電図学的抽出基準、心臓超音波学的診断基準の作成と遺伝学的検査を反

映した診療ガイドラインの作成に関する研究．平成 27 年厚生労働科学研究報告書（循環器疾患等生活習慣病対策総

合研究事業）．2016：51-60． 
30)  市田蕗子．特別講演「心筋緻密化障害の臨床～20 年間の研究から見えたもの」．第 9 回郡山セミナー；2016 Apr 23；

郡山． 
31)  市田蕗子．特別講演「川崎病研究～当院の取り組みと最近の話題～」．第 16 回福島県川崎病研究会；2016 May 28；

郡山． 
32)  市田蕗子．教育講演「心筋緻密化障害」．第 15 回日本心臓血管発生研究会；2016 Oct 14；大阪． 
33)  市田蕗子．大人になり行く君たちへ．富山県心臓病の子どもを守る会講演会；2016 Sep 25；富山． 
34)  市田蕗子．循環器病ガイドシリーズ 2015 版 循環器薬の薬物血中濃度モニタリングに関するガイドライン（日本循

環器学会／日本 TDM 学会合同ガイドライン）青沼和隆，志賀 剛班長．一般社団法人日本循環器学会．2016：36-40． 
35)  野村恵子．小児血友病等血液疾患．富山県難病相談・支援センター講演会と療養相談会；2016 Jul 23；富山． 
36)  種市尋宙．講演「子どもたちが関わる事故について～具体的事例とその対応～」．厚生労働省保健師等救急蘇生法指

導者講習会；2016 Jan 18；東京． 
37)  種市尋宙．ワークショップ「母子保健と救急蘇生法指導（心停止予防、事故予防含む）」厚生労働省保健師等救急蘇

生法指導者講習会；2016 Jan 18；東京． 
38)  竹内保男，種市尋宙．講義・実習「乳児に対する心配蘇生法指導ツールと実習」．厚生労働省保健師等救急蘇生法指

導者講習会；2016 Jan 18；東京． 
39)  種市尋宙．講演「こどもの脳死下臓器提供と終末期医療」．第 16 回神戸大学病院移植医療フォーラム；2016 Jan 26；

神戸． 
40)  種市尋宙．講演「学校保健における小児救急対応の知識と技」．滑川市学校保健会研究協議会；2016 Feb 4；滑川． 
41)  種市尋宙．講演「小児医療現場から伝えたい予防接種とこどもの事故予防」．高岡地区父母会；2016 Feb 29；高岡． 
42)  種市尋宙．講演「6 歳未満脳死下臓器提供の経験から考える子どもの命」．青森県臓器提供に関する提供施設懇話会，

青森県院内臓器提供施設懇話会；2016 Feb 16；青森． 
43)  種市尋宙．講演「こどもの脳死下臓器提供と終末期医療の考え方」．富山県立中央病院院内講演会；2016 Feb 19；富

山． 
44)  種市尋宙．講演「こどもの脳死下臓器提供と終末期医療の考え方」．富山市民病院院内講演会；2016 Mar 14；富山． 
45)  種市尋宙．講演「こどもの脳死下臓器提供と終末期医療」．富山大学附属病院移植医療フォーラム；2016 Mar 15；富

山． 
46)  種市尋宙．講演「こどもの脳死下臓器提供と終末期医療のあり方」．岐阜県総合医療センター臓器提供に関する研修

会；2016 Jun 7；岐阜． 
47)  種市尋宙．講義「こどもの脳死下臓器提供と終末期医療」．安城更生病院院内講演会；2016 Jun 27；岐阜． 

大
学
院
医
学
薬
学
研
究
部（
医
学
部
）

− 118 − − 119 −



48)  種市尋宙．講義「こどもの救急対応」．富山県リハビリテーション病院・こども支援センター院内講演会；2016 Jun 29；
富山． 

49)  種市尋宙．基調講演「こどもの脳死下臓器提供と終末期の選択肢提示」．第 6 回脳死判定セミナー（日本小児救急医

学会併催）；2016 Jul 2；仙台． 
50)  種市尋宙．講義「こどもの急変対応に必要な知識」．南 2 階病棟勉強会；2016 Jul 29；富山． 
51)  種市尋宙．講演「こどもの脳死下臓器提供と終末期医療」．国立循環器病研究センター臓器・組織提供に関する院内

講習会；2016 Sep 7；大阪． 
52)  種市尋宙，岡田俊則．「ワクチン接種を行わない家族たちへのアプローチ～講演会開催とアンケート結果の解析を通

して～」．第 19 回富山小児感染免疫研究会；2016 Sep 10；富山． 
53)  種市尋宙．講演「子どもの脳死下臓器提供と終末期医療」．大垣市民病院院内講演会；2016 Sep 12；岐阜． 
54)  種市尋宙．講演「こどもの脳死下臓器提供における選択肢提示の意義」．石川県立中央病院院内講演会；2016 Sep 16；

金沢． 
55)  種市尋宙．講義「ドクターズクラーク勉強会～小児科編～」．院内ドクターズクラーク勉強会；2016 Sep 21；富山． 
56)  種市尋宙．講演「子どもの脳死下臓器提供の意義は移植医療のためだけなのか・・・」．第 3 回全国臓器移植医療支

援部門講演会；2016 Sep 24；新潟． 
57)  種市尋宙．講演「こどもの脳死下臓器提供と終末期医療」．長野県立こども病院院内講演会；2016 Sep 27；松本． 
58)  種市尋宙．講演「子どもの脳死下臓器提供と終末期の選択肢提示」．香川県臓器移植ワーキンググループ会議；2016 

Oct 6；香川． 
59)  種市尋宙．講演「子どもの脳死下臓器提供と終末期の選択肢提示」．香川大学附属病院院内講演会；2016 Oct 6；香

川． 
60)  種市尋宙．講演「こどもの脳死下臓器提供の現場から～主治医として感じたこと～」．第 9 回いのちのリレー市民公

開講座；2016 Oct 16；八戸． 
61)  種市尋宙．講演「小児救急の現場から考える命のきずな」．第 18 回臓器移植推進国民大会；2016 Oct 23；静岡． 
62)  種市尋宙．講演「こどものいのちと脳死下臓器提供」．平成 28 年度いのちの勉強会；2016 Oct 25；神戸． 
63)  種市尋宙．講演「子どもの脳死下臓器提供と終末期の選択肢提示」．第 1 回愛知医科大学病院臓器移植講演会；2016 

Oct 31；名古屋． 
64)  種市尋宙．講演「こどもの脳死下臓器提供と終末期医療」．高山赤十字病院院内講演会；2016 Nov 4；高山． 
65)  種市尋宙，堀江貞志，野村恵子，足立雄一．メーリングリストを利用した集団感染時における緊急医療情報管理シ

ステムの考察．第 20 回腸管出血性大腸菌感染症研究会；2016 Nov 10-11；富山． 
66)  種市尋宙．講演「こどもの脳死下臓器提供と終末期医療の考え方」．厚生連高岡病院院内研修会；2016 Nov 16；高

岡． 
67)  種市尋宙．特別講演「小児脳死下臓器提供とこどもの命」．東北大学病院臓器移植医療部・臓器移植支援室合同講演

会；2016 Nov 21；仙台． 
68)  種市尋宙．講演「こどもの終末期医療と脳死下臓器提供」．秋田大学附属病院院内研修会；2016 Nov 25；秋田． 
69)  種市尋宙．講演「【保育児の危機管理】こどもの救急について」．日本保育保健協議会平成 28 年度中部（第 4）ブロ

ック研修会；2016 Nov 27；富山． 
70)  種市尋宙．講演「こどもの海外渡航移植と国内脳死下臓器提供」．鳥取大学病院院内講演会；2016 Nov 28；米子． 
71)  種市尋宙．講演「小児科系救急処置」．富山県消防学校救急科講義；2016 Nov 30；富山． 
72)  種市尋宙．講演「こどもの渡航移植と脳死下臓器提供」．北海道立子ども総合医療・療育センター院内講演会；2016 

Dec 12；札幌． 
73)  種市尋宙．講演「こどもの緊急時対応」．第 19 回高度専門看護教育講座研修会；2016 Dec 17；富山． 
74)  種市尋宙．講義・実習「こどもの心肺蘇生」．第 19 回高度専門看護教育講座研修会；2016 Dec 17；富山． 
75)  種市尋宙．医療ニュース「臓器移植に関心を 日本の現状や課題学ぶ」．神戸新聞（朝刊）．2016 Oct 25． 
76)  種市尋宙．からだのレシピ「子どもの命を救おうテーマにディスカッション」．産経新聞（朝刊）．2016 Oct 29． 
77)  種市尋宙．患者を生きる「インフルエンザ脳症」1～5．朝日新聞（朝刊）．2016 Oct 26-30． 
78)  種市尋宙．解説スペシャル「臓器移植伸び悩む日本」．読売新聞（朝刊）．2016 Nov 1． 
79)  種市尋宙．ドキュメンタリー「見えない光～ユッケ集団食中毒事件被害者家族の 5 年～」．富山テレビ．2016 May 27． 
80)  種市尋宙．think transplant vol.33「小児科専門医の手記」．日本臓器移植ネットワーク．2016．https://www.jotnw.or.jp/ 

community/d_think_transplant/vol33/index.html. 
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81)  廣野恵一．患者 iPS 細胞由来の心筋細胞を用いた心筋緻密化障害の病態解明．上原記念生命科学財団研究報告書．

2016；29：1-4． 
82)  中林玄一．講演「学校（園）における食物アレルギーの対応について」．富山市養護教諭研修会；2016 Jun 16；富山． 
83)  中林玄一．（講演と実技指導）．入善高校エピペン講習会；2016 Aug 1；富山． 
84)  伊藤靖典．特別講演「食物アレルギーによる誘発症状の重症度評価と治療」．富山市小児科医会；2016 Mar 17；富山． 
85)  伊藤靖典．講演「学校（園）における食物アレルギーの対応について」．富山市養護教諭研修会；2016 Jun 14；富山． 
86)  伊藤靖典．講義「アナフィラキシーの診断と初期対応〜新しい重症度分類による適切な初期治療〜」．富山大学附属

病院研修医イブニングセミナー；2016 Jul 8；富山． 
87)  伊藤靖典．実習「呼気 NO」（インストラクター）．日本アレルギー学会第 3 回総合アレルギー講習会；2016 Dec 17-18；

横浜． 
88)  伊藤靖典，木村光明，足立雄一．新生児・乳児消化管アレルギーの食物負荷試験児のサイトカインプロファイル．

第 43 回北陸アレルギー研究会；2016 Dec 3；金沢． 
89)  伊藤靖典．食物アレルギー診療ガイドライン 2016．（第 10 章執筆協力者）．2016 日本小児アレルギー学会食物アレ

ルギー委員会作成．協和企画． 
90)  西田直徳，釣 浩之，野村恵子，足立雄一，金兼弘和．ALL に対する治療に反応性不良であった true mixed lineage 

leukemia の症例経験．第 2 回北陸小児血液研究会；2016 Jul 16；金沢． 
91)  中坪久乃．意識障害で搬送され、急激な経過をたどった急性単球性白血病の一例．第 5 回 CCLSG/JACLS 合同夏季

セミナー；2016 Jul 2-3；石川． 
92)  山元純子，渡辺祐紀，淵澤竜也，伊藤靖典，足立雄一．シイタケとホウレンソウによる食物依存性運動誘発アナフ

ィラキシー．第 19 回富山小児喘息アレルギー研究会；2016 Sep 24；富山． 
93)  仲岡英幸，伊吹圭二郎，齋藤和由，小澤綾佳，廣野恵一，市田蕗子，池野友基，青木正哉，芳村直樹．first paliation

として staged repair を行った主要体肺動脈側副血管、房室弁逆流を伴う無脾症候群の一例．第 44 回北陸小児循環器

研究会；2016 Sep 11；金沢． 
94)  岡部真子，宮尾成明，仲岡英幸，齋藤和由，小澤綾佳，廣野恵一，市田蕗子．右心低形成（hypo RV）と肥大型心筋

症（HCM）を合併した小児の一例．第 36 回日本小児循環動態研究会；2016 Oct 21；金沢． 
95)  岡部真子，宮尾成明，仲岡英幸，齋藤和由，小澤綾佳，廣野恵一，市田蕗子，池野友基，青木正哉，芳村直樹．川

崎病罹患後にペースメーカー心室域値の上昇を認めた洞不全症候群の 1 例．第 16 回富山小児循環研究会；2016 Nov 
25；富山． 

96)  平岩明子，伊吹圭二郎，田中朋美，宮 一志，市田蕗子．先天性心疾患児の発達に関する研究について．平成 28 年

度日本小児神経学会北陸地方会夏季セミナー；2016 Jul 18-19；石川． 
97)  土田暁子，高守史子，城川美佳，田中朋美，浜崎 景，足立雄一，稲寺秀邦．子どもの健康と環境に関する全国調

査（エコチル調査）におけるイベント活動のフォローアップ効果．第 55 回富山県小児保健学会；2016 Oct 2；富山． 
98)  寶田真也，西田直徳，中坪久乃，野村恵子，土岐善紀，林 伸一，井村穣二．胸壁腫瘍の症例経験．第 43 回北陸小

児癌講演会；2016 Feb 13；金沢． 
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